
環境共生都市づくり事業 

対 象 事 業 の 名 称 （仮称）平塚市保健センター整備事業 

事 業 実 施 者 平塚市 

対 象 事 業 の 目 的 
健康と生きがいに満ちた、ふれあいのある湘南の都市の実現を目指し、健康を

守る環境整備として、保健事業を総合的に行う拠点である保健センターを整備

する。 

対象事業の実施区域 平塚市東豊田地内 

対 象 事 業 の 規 模 敷地面積 8,900 ㎡ 
鉄筋コンクリート造地上３階  延床面積 約 4,900 ㎡ 

施 設 の 内 容 保健センター、休日夜間急患診療所及び休日急患・障害者歯科診療所、 
医師会・歯科医師会及び薬剤師会の各事務所等 

対象事業実施期間 平成 18 年７月～平成 20 年３月（予定） 

県央・湘南都市圏環境 
共生モデル都市づくり 
推進要綱による協議 

平成 18 年３月～平成 18 年 9 月 

（環境共生協定締結 平成 18 年 9 月 22 日） 

 

対象事業に係る環境共生の取組みの内容等 

目標 環境共生の取組みの方向 導入する施設、整備等の概要 

１
駐車場や歩道等に落葉樹を計画的に配置し、冬季の日

射の確保と夏季の日射の抑制に努める 

２
渋田川沿いの緑の連続性と地域の魅力を高める緑地整

備とする 

３ 歩道、駐車場等に透水性舗装を導入する 

目標１ 

自然が有す

る機能・魅

力を生かし

た都市づく

り 

計画的な緑地の整備と水

資源の循環を図る 

４ 渋田川沿いの生態系に配慮した植栽計画とする 

５
外壁は断熱材を使用し、開口部の多くには複層ガラス

を採用する 

６ 省エネ型の照明設備及び給湯設備を導入する 

７ 太陽光発電システムを導入する 

８ 高耐久・高耐用の工法を採用する 

９ 建物や外構等に再生砕石等を使用する 

10 法令に基づき適正なゴミの分別と処理を実施する 

11 雨水貯留施設を導入し、緑地等散水用として利用する

目標２ 

環境への負

荷を低減す

る都市づく

り 

自然エネルギーの活用と

水資源の効率的な利用を

図る 

12 節水型便器、定量止水栓を採用する 

13 施設の利用者数に応じた駐車台数を確保する 

14
公共交通機関への乗り継ぎ場所として、バスロータリ

ーを整備する 

15 バスロータリーを配置する 

16 自転車での利用者を考慮した駐輪台数を確保する 

 

 

 

目標３ 

環境とのバ

ランスのと

れた交通計

画による都

市づくり 

駐停車施設の確保を図る

17 歩道、駐車場等に透水性舗装を採用する 

 

 

 

 



 
 

目標 環境共生の取組みの方向 導入する施設、整備等の概要 

18 地域景観に配慮した建物配置及び植栽計画を行う 

19 災害時の医療拠点として活用できる施設整備を行う 

 

目標４ 

地域アメニ

ティを創出

する都市づ

くり 

総合的な保健事業を行う

ため、すべての利用者に

安全で使いやすい施設整

備を図る 

20 神奈川県福祉のまちづくり条例に基づき整備を行う 

 

 

 


